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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の関心領域に輝度の時間的変化を解析する際の第２の関心領域を設定し、前記第２
の関心領域内における輝度の時間的変化を計算することができる超音波観測装置であって
、
　超音波の送受信方向を第１の方向、及び、第２の方向に変更することによって、超音波
ビームの２次元走査が可能な超音波探触子と、
　前記超音波探触子による前記超音波ビームの送受信方向を制御する送受信部と、
　前記超音波ビームを前記第１の方向、及び、前記第２の方向に走査した結果からＢモー
ド画像のボリュームデータを生成する画像処理部と、
　前記第１の関心領域が明瞭に描出されている際の画像を基準画像として設定する入力部
と、
　前記基準画像を記憶する基準画像記憶部と、
　前記ボリュームデータのうち、前記入力部で設定された前記基準画像と類似する画像が
常に表示されるよう走査平面を補正する第１の位置補正部と、
　前記第１の位置補正部によって補正された走査平面のみにおいて前記超音波ビームを送
受信し、得られた動画を記憶する動画記憶部と、
　前記第１の関心領域に設定された前記第２の関心領域内における造影輝度の時間的変化
を計算するＴＩＣ解析部と、
　前記動画記憶部に記憶された前記走査平面上の前記第１の関心領域の移動に同期して、
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ＴＩＣ解析を行う際の前記第２の関心領域の位置を自動で補正する第２の位置補正部と、
　前記超音波探触子に設けられ、前記超音波探触子の位置及び向きを検出するセンサと、
　前記センサから得られた前記超音波探触子の位置及び向きの情報を記憶する位置情報記
憶部と、を備え、
　前記第１の位置補正部は、前記位置情報記憶部から読み出した前記超音波探触子の位置
及び向きの情報に基づいて、前記基準画像記憶部で記憶した前記基準画像が常に表示され
るように、前記走査平面を自動で補正し、
　前記第２の位置補正部は、前記位置情報記憶部から読み出した前記超音波探触子の位置
及び向きの情報に基づいて、前記第２の関心領域の位置を自動で補正し、
　前記送受信部は、さらに前記超音波ビームの出力を制御し、前記ボリュームデータ取得
時の超音波ビーム出力よりも、前記造影輝度の時間的変化データ取得時の超音波ビーム出
力の方が大きくなるよう出力を制御することを特徴とする超音波観測装置。
【請求項２】
　前記第１の位置補正部は、前記ボリュームデータに対して、前記記憶部で記憶した基準
画像との相関値を演算し、
　前記送受信部は、前記相関値が最も大きくなるように前記走査平面を前記第２の方向へ
移動させることを特徴とする請求項１に記載の超音波観測装置。
【請求項３】
　前記第２の位置補正部は、前記第１の関心領域の輪郭抽出を行うことで、前記第１の関
心領域の移動に同期して前記第２の関心領域の位置を自動で補正することを特徴とする請
求項１に記載の超音波観測装置。
【請求項４】
　前記センサは、ジャイロセンサまたは磁気センサであることを特徴とする請求項１に記
載の超音波観測装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波観測装置に関し、特に、関心領域内における輝度の時間的変化を計算
することができる超音波観測装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　被検体に対して超音波を送受信することにより、被検体内部の音響特性を表す超音波画
像を生成し、被検体の検査や診断に利用する超音波観測装置が医療分野等において広く用
いられるようになっている。
【０００３】
　医療分野等において用いられる超音波観測装置は、被検体に対して超音波を送受信可能
な超音波探触子を備え、被検体の断面像であるＢモード画像を生成する。Ｂモード画像は
、超音波ビームを所定の走査平面上において走査することによって得られる。
【０００４】
　例えば、特許第４８０１２２９号公報には、処置具を用いた処置の様子を走査平面上か
ら逸れることなく、良好に観測し続けることができるように、Ｂモード画像のボリューム
データを取得した後、全走査平面で相関を取ることにより、常に最適な（最も相関が高い
）走査平面を表示する超音波観測装置が開示されている。
【０００５】
　また、このような超音波観測装置は、超音波造影剤を用いた客観的な診断方法として、
ＴＩＣ（Time Intensity Curve）解析が存在する。このＴＩＣ解析は、走査平面上の関心
領域にＴＩＣ解析用の関心領域（ＲＯＩ）を設定し、そのＲＯＩ内における造影輝度の時
間的変化を計算するものである。
【０００６】
　例えば、特開２０１１－２５４９６３号公報には、造影剤が投与された被検体の所定部
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位を含む２次元領域または３次元領域を被走査領域として、少なくとも１つの解析領域に
関する輝度時間曲線を生成した後、解析領域に関する造影剤の停滞時間を解析し、停滞時
間に応じて異なる色相を割り当てて表示する超音波診断装置が開示されている。
【０００７】
　しかしながら、従来のＴＩＣ解析では、手振れ等によりプローブの位置または向きがず
れると、設定したＲＯＩ外に走査平面上の関心領域がずれてしまうため、関心領域におけ
る造影輝度の時間的変化を正確に把握（評価）することができないという課題があった。
【０００８】
　特許第４８０１２２９号公報の技術では、走査平面のずれを補正することができるが、
各々の走査平面上における関心領域のずれは補正することができない。一方、特開２０１
１－２５４９６３号公報の技術では、３次元超音波イメージングを利用すると、単一面で
はなく、組織の体積を撮像するため、２次元イメージング画像のずれを克服することがで
きる。
【０００９】
　しかし、ＴＩＣ解析するためには、各症例で取得したボリュームデータ（動画）を保存
しておく必要あり、データ容量が大きくなってしまうという課題があった。
【００１０】
　そこで、本発明は、ＴＩＣ解析の際のデータ容量を抑えつつ、関心領域に対してプロー
ブがずれても正確に造影輝度の時間的変化を把握することができる超音波観測装置を提供
することを目的とする。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の一態様の超音波観測装置は、第１の関心領域に輝度の時間的変化を解析する際
の第２の関心領域を設定し、前記第２の関心領域内における輝度の時間的変化を計算する
ことができる超音波観測装置であって、超音波の送受信方向を第１の方向、及び、第２の
方向に変更することによって、超音波ビームの２次元走査が可能な超音波探触子と、前記
超音波探触子による前記超音波ビームの送受信方向を制御する送受信部と、前記超音波ビ
ームを前記第１の方向、及び、前記第２の方向に走査した結果からＢモード画像のボリュ
ームデータを生成する画像処理部と、前記第１の関心領域が明瞭に描出されている際の画
像を基準画像として設定する入力部と、前記基準画像を記憶する基準画像記憶部と、前記
ボリュームデータのうち、前記入力部で設定された前記基準画像と類似する画像が常に表
示されるよう走査平面を補正する第１の位置補正部と、前記第１の位置補正部によって補
正された走査平面のみにおいて前記超音波ビームを送受信し、得られた動画を記憶する動
画記憶部と、前記第１の関心領域に設定された前記第２の関心領域内における造影輝度の
時間的変化を計算するＴＩＣ解析部と、前記動画記憶部に記憶された前記走査平面上の前
記第１の関心領域の移動に同期して、ＴＩＣ解析を行う際の前記第２の関心領域の位置を
自動で補正する第２の位置補正部と、前記超音波探触子に設けられ、前記超音波探触子の
位置及び向きを検出するセンサと、前記センサから得られた前記超音波探触子の位置及び
向きの情報を記憶する位置情報記憶部と、を備え、前記第１の位置補正部は、前記位置情
報記憶部から読み出した前記超音波探触子の位置及び向きの情報に基づいて、前記基準画
像記憶部で記憶した前記基準画像が常に表示されるように、前記走査平面を自動で補正し
、前記第２の位置補正部は、前記位置情報記憶部から読み出した前記超音波探触子の位置
及び向きの情報に基づいて、前記第２の関心領域の位置を自動で補正し、前記送受信部は
、さらに前記超音波ビームの出力を制御し、前記ボリュームデータ取得時の超音波ビーム
出力よりも、前記造影輝度の時間的変化データ取得時の超音波ビーム出力の方が大きくな
るよう出力を制御する。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】第１の実施形態に係る超音波観測装置の全体構成を示すブロック図である。
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【図２】ＴＩＣ解析を行わない場合の処理の流れの例を説明するためのフローチャートで
ある。
【図３】ＴＩＣ解析を行う場合の処理の流れの例を説明するためのフローチャートである
。
【図４】ステップＳ４及びＳ１５の走査平面の最適化の処理の流れの例を説明するための
フローチャートである。
【図５】第２の実施形態に係る超音波観測装置の全体構成を示すブロック図である。
【図６Ａ】ＴＩＣ解析用のＲＯＩの位置の自動補正について説明するための図である。
【図６Ｂ】ＴＩＣ解析用のＲＯＩの位置の自動補正について説明するための図である。
【図６Ｃ】ＴＩＣ解析用のＲＯＩの位置の自動補正について説明するための図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態を説明する。
【００１４】
（第１の実施形態）
　まず、図１を用いて第１の実施形態の超音波観測装置の構成について説明する。図１は
、第１の実施形態に係る超音波観測装置の全体構成を示すブロック図である。図１に示す
超音波観測装置１は、超音波を用いて検体を観察する装置である。
【００１５】
　超音波観測装置１は、検体へ超音波パルスを出力するとともに、検体で反射された超音
波エコーを受信する超音波探触子２と、超音波探触子２との間で電気信号の送受信を行う
送受信部３と、超音波エコーを変換した電気的なエコー信号に対して所定の演算を施す演
算部４と、超音波エコーを変換した電気的なエコー信号に対応する画像データの生成を行
う画像処理部５と、キーボード、マウス、タッチパネル等のインターフェースを用いて実
現され、各種情報の入力を受け付ける入力部６と、液晶または有機ＥＬ等からなる表示パ
ネルを用いて実現され、画像処理部５が生成した画像を含む各種情報を表示する表示部７
と、検体から取得した画像及び動画を含む各種情報を記憶する記憶部８と、超音波観測装
置１の全体の動作制御を行う制御部９と、を備えて構成されている。
【００１６】
　超音波探触子２は、２次元に配列された超音波振動子により、送受方向を第１の方向、
及び、第２の方向に変更することで、超音波ビームの２次元走査が可能に構成されている
。超音波探触子２は、送受信部３から受信した電気的なパルス信号を超音波パルスに変換
するとともに、外部の検体で反射された超音波エコーを再度電気的なエコー信号に変換す
る。
【００１７】
　送受信部３は、超音波探触子２と電気的に接続され、パルス信号を超音波探触子２に送
信するとともに、超音波探触子２からエコー信号を受信する。具体的には、送受信部３は
、予め設定された波形及び送信タイミングに基づいてパルス信号を生成し、この生成した
パルス信号を超音波探触子２に送信する。また、送受信部３は、受信したエコー信号に増
幅、及び、フィルタリング等の処理を施した後、Ａ／Ｄ変換することにより、デジタル信
号を生成して制御部９に出力する。
【００１８】
　入力部６は、ＴＩＣ（Time Intensity Curve）解析を行うために、関心領域が明瞭に描
出されている際の画像を基準画像として設定する基準画像指示部１０を有する。ここで、
基準画像は、関心領域の大きさ、輪郭の明瞭さ等に応じてユーザによって予め作成される
ものである。なお、基準画像の設定は、基準画像指示部１０に限定されるものではなく、
例えば、基準画像設定ボタンを設けても良いし、図示しない動画記録ボタンと連動させて
も良い。
【００１９】
　画像処理部５は、エコー信号の振幅を輝度に変換して表示するＢモード画像データを生
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成するＢモード画像データ生成部１７と、検体に流入した造影剤から反射した信号を用い
て、造影画像データを生成する造影画像データ生成部１８とを有する。
【００２０】
　Ｂモード画像データ生成部１７で生成されるデータは、ボリュームデータである。なお
、ボリュームデータを取得する際の超音波パワー（ＭＩ値）は、造影剤の破壊を最小限に
抑えられるように制御しても良い。
【００２１】
　記憶部８は、検体に造影剤を投与し、検体に流入した造影剤からの信号を用いて取得し
た造影画像データ（動画）を記憶する動画記憶部１５と、基準画像指示部１０で設定され
た基準画像を記憶する基準画像記憶部１６とを有する。
【００２２】
　動画記憶部１５では、データ容量を抑えるため、関心領域が表示されているボリューム
データの任意の平面の動画を保存する。Ｂモード画像データ生成部１７で生成されるＢモ
ード画像のボリュームデータは、動画記憶部１５に保存せずに、走査平面の位置を補正す
る演算のためのみに使用される。
【００２３】
　演算部４は、ＴＩＣ解析を行うＴＩＣ解析部１１と、ＴＩＣ解析を行う際の関心領域の
移動に対して、走査平面のずれを補正する第１位置補正部１２と、走査平面上の関心領域
の輪郭抽出を行うことで、走査平面上の関心領域の移動に同期してＴＩＣ解析用のＲＯＩ
の位置を自動で補正する第２位置補正部１３と、Ｂモード画像データ生成部１７により生
成されたＢモード画像のボリュームデータと、基準画像記憶部１６に記憶された基準画像
との相関値を演算する相関演算部１４とを有する。
【００２４】
　第１位置補正部１２では、取得したボリュームデータと基準画像との相関を取り、相関
値が最も大きくなる走査平面を表示部７に表示させるため、送受信部３の第２の方向へ走
査平面を移動させる。より具体的には、第１位置補正部１２は、常に入力部６で設定され
た基準画像と類似する画像が表示されるように走査平面を補正する。最適な走査平面の決
定方法については後述する。
【００２５】
　取得したボリュームデータと基準画像との相関の演算方法としては、生成したＢモード
画像に対して、基準画像をテンプレートとしてパターンマッチングと呼ばれる画像処理を
行い、Ｂモード画像中のエコーパターンと基準画像との類似度を算出する。この画像処理
は、例えば、関心領域の輪郭によるパターンマッチング、あるいは、画像上に表示される
隣接する臓器によるパターンマッチングであっても良い。Ｂモード画像中のエコーパター
ンと基準画像との類似度が高いほど、相関値は高くなる。なお、パターンマッチングは、
周知の技術であるため、詳細は省略する。
【００２６】
　なお、ボリュームデータを取得する際、造影剤の破壊を最小限に抑えるために超音波パ
ワー（ＭＩ値）を抑えていた場合は、最適な平面（最も相関が大きくなる走査平面）に対
して、通常Ｂモード画像及び造影モード画像を取得する際と同じ超音波パワーで照射する
。
【００２７】
　第２位置補正部１３では、第１位置補正部１２で決定した走査平面画像上の関心領域を
テンプレートとし、上述したパターンマッチング処理を用いることで関心領域の移動に同
期してＴＩＣ解析用のＲＯＩの位置を自動で補正する。
【００２８】
　次に、このように構成された超音波観測装置１の動作について説明する。まず、ＴＩＣ
解析を行わない場合の動作について説明する。図２は、ＴＩＣ解析を行わない場合の処理
の流れの例を説明するためのフローチャートである。
【００２９】
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　入力部６からのフリーズ解除の操作が入力されると、超音波探触子２より超音波エコー
が送受信され、測定が開始される。まず、造影モードに切り替えられ（ステップＳ１）、
入力部６から動画記録開始の操作が入力されると、通常動画の記録が開始される（ステッ
プＳ２）。
【００３０】
　超音波探触子２より受信した超音波エコーからＢモード画像のボリュームデータが画像
処理部５により生成される（ステップＳ３）。なお、ボリュームデータを取得する際の超
音波パワー（ＭＩ値）は、造影剤の破壊を最小限に抑えられるよう、壊れない程度に制御
してもよい。
【００３１】
　次に、第１位置補正部１２にて、走査平面の最適化が実行される（ステップＳ４）。こ
のステップＳ４の処理では、ボリュームデータと基準画像との相関を取り、最も相関の高
い走査平面を最適な走査平面とし、その走査平面の画像を表示し続ける。
【００３２】
　最適な走査平面にて造影モード用に走査される（ステップＳ５）。すなわち、ステップ
Ｓ５の処理では、最適な走査平面のみにおいて、Ｂモード画像、及び、造影モード画像を
取得するための超音波エコーが送信されることになる。次に、画像処理部５により、超音
波エコーからＢモード画像、造影画像が生成される（ステップＳ６）。
【００３３】
　次に、入力部６から動画記録終了の操作があったか否かが判定される（ステップＳ７）
。動画記録終了の操作がないと判定された場合（ステップＳ７：ＮＯ）、ステップＳ４に
戻り、同様の処理を繰り返す。一方、動画記録終了の操作があったと判定された場合（ス
テップＳ７：ＹＥＳ）、動画記録が終了して、動画が保存され（ステップＳ９）、処理を
終了する。
【００３４】
　次に、ＴＩＣ解析を行う場合の動作について説明する。図３は、ＴＩＣ解析を行う場合
の処理の流れの例を説明するためのフローチャートである。
【００３５】
　入力部６からのフリーズ解除の操作が入力されると、超音波探触子２より超音波エコー
が送受信され、測定が開始される。まず、造影モードに切り替えられ（ステップＳ１１）
、基準画像の設定が行われる（ステップＳ１２）。ＴＩＣ解析を行う場合、造影輝度の時
間的変化を知りたい関心領域が明瞭に表示される画像を基準画像指示部１０にて予め設定
する。なお、ステップＳ１２の処理は、ステップＳ１３の動画記録に連動されてもよい。
この設定された基準画像は、基準画像記憶部１６に記憶される。
【００３６】
　入力部６から動画記録開始の操作が入力されると、動画の記録が開始される（ステップ
Ｓ１３）。超音波探触子２より受信した超音波エコーからＢモード画像のボリュームデー
タが画像処理部５により生成される（ステップＳ１４）。なお、ボリュームデータを取得
する際の超音波パワー（ＭＩ値）は、造影剤の破壊を最小限に抑えられるよう、壊れない
程度に制御してもよい。
【００３７】
　第１位置補正部１２にて、走査平面の最適化を実行する（ステップＳ１５）。ステップ
Ｓ１５の処理では、ボリュームデータと基準画像との相関を取り、最も相関の高い走査平
面を最適な走査平面とし、その走査平面の画像を表示し続ける。
【００３８】
　最適な走査平面のみにおいて、Ｂモード画像、造影画像を取得するための超音波エコー
を送信する（ステップＳ１６）。送信する超音波エコーは、通常Ｂモード画像、及び、造
影モード画像を取得する際と同じ超音波パワー（ＭＩ値）で照射する。
【００３９】
　画像処理部５により、超音波エコーからＢモード画像、造影画像が生成される（ステッ
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プＳ１７）。入力部６から動画記録終了の操作があったか否かが判定される（ステップＳ
１８）。動画記録終了の操作がないと判定された場合（ステップＳ１８：ＮＯ）、ステッ
プＳ１５に戻り、同様の処理を繰り返す。一方、動画記録終了の操作があったと判定され
た場合（ステップＳ１８：ＹＥＳ）、動画記録が終了して、動画が保存される（ステップ
Ｓ１９）。
【００４０】
　次に、ＴＩＣ解析を行う場合、記録しておいた動画を呼び出し（ステップＳ２０）、読
み出した動画から関心領域にＴＩＣ解析用のＲＯＩを設定する（ステップＳ２１）。入力
部６からＴＩＣ解析開始の操作が入力されると、ＴＩＣ解析が開始され、第２位置補正部
１３により、ＴＩＣ解析用のＲＯＩの位置ずれが自動で補正される（ステップＳ２２）。
【００４１】
　ステップＳ２２の処理では、走査平面上の関心領域の輪郭抽出を行うことで、関心領域
の移動に同期してＴＩＣ解析用のＲＯＩの位置が自動で補正される。最後に、ＴＩＣ解析
用のＲＯＩ内における造影輝度の時間的変化を算出し、算出した造影輝度の時間的変化を
例えばグラフ等で表示し（ステップＳ２３）、処理を終了する。
【００４２】
　ここで、ステップＳ４及びＳ１５の走査平面の最適化の処理について、図４を用いて説
明する。図４は、ステップＳ４及びＳ１５の走査平面の最適化の処理の流れの例を説明す
るためのフローチャートである。
【００４３】
　まず、走査平面を超音波探触子２の第２の方向の走査範囲の一端（Ｎ＝１）に設定する
（ステップＳ３１）。次に、第１の方向に走査し（ステップＳ３２）、Ｂモード画像デー
タ生成部１７によりＢモード画像が生成される（ステップＳ３３）。次に、相関演算部１
４により、生成されたＢモード画像と基準画像記憶部１６に記憶された基準画像との相関
値が算出される（ステップＳ３４）。
【００４４】
　次に、第２の方向が全位置（Ｎ＝Ｎｍａｘ）で走査したか否かが判定される（ステップ
Ｓ３５）。第２の方向が全位置（Ｎ＝Ｎｍａｘ）で走査していないと判定された場合（ス
テップＳ３５：ＮＯ）、走査平面を超音波探触子２の第２の方向の他端側に所定値（Ｎ＝
Ｎ＋１）だけ移動させて設定する（ステップＳ３６）。そして、ステップＳ３２に戻り、
同様の処理を繰り返すことで、Ｂモード画像と基準画像との相関値を算出する。
【００４５】
　これらの処理を第２の方向に関して全位置（Ｎ＝Ｎｍａｘ）で走査完了するまで繰り返
す。第２の方向が全位置（Ｎ＝Ｎｍａｘ）で走査したと判定された場合（ステップＳ３５
：ＹＥＳ）、第１位置補正部１２により、算出した相関値の中から最大となった位置に走
査平面を移動する（ステップＳ３７）。ステップＳ３７の処理が終了して、最適な走査平
面が決定すると、図２のステップＳ５または図３のステップＳ１６に戻り、最適な走査平
面での走査が行われる。
【００４６】
　以上の処理により、拍動、手振れ等による関心領域がＴＩＣ解析を行いたい関心領域か
らずれた場合でも、関心領域のずれに応じてＴＩＣ解析を行いたい関心領域を自動的に補
正することができる。また、Ｂモード画像データ生成部１７で生成されるＢモード画像の
ボリュームデータは、動画記憶部１５に保存せずに、走査平面の位置を補正するためのみ
に使用される。この結果、超音波観測装置１は、データ容量を抑えつつ、拍動、手振れ等
による関心領域のずれを３次元的に補正し、正確に関心領域内の観察及びＴＩＣ解析演算
結果を把握することができる。
【００４７】
　よって、本実施形態の超音波観測装置によれば、ＴＩＣ解析の際のデータ容量を抑えつ
つ、関心領域に対してプローブがずれても正確に造影輝度の時間的変化を把握することが
できる。
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【００４８】
（第２の実施形態）
　次に、第２の実施形態について説明する。
【００４９】
　図５は、第２の実施形態に係る超音波観測装置の全体構成を示すブロック図である。な
お、図５において、図１と同様の構成については同一の符号を付して説明を省略する。
【００５０】
　図５に示すように、超音波観測装置１ａは、図１の超音波観測装置１の超音波探触子２
、演算部４、及び、記憶部８に代わり、それぞれ超音波探触子２ａ、演算部４ａ、及び、
記憶部８ａを用いて構成されている。
【００５１】
　超音波探触子２ａは、図１の超音波探触子２に対して、信号変換部２１、及び、センサ
部２２を追加して構成されている。また、演算部４ａは、図１の演算部４に対して、第１
位置補正部１２、及び、第２位置補正部１３に代わり、それぞれ第１位置補正部１２ａ、
及び、第２位置補正部１３ａを有するとともに、図１の相関演算部１４が削除されて構成
されている。さらに、記憶部８ａは、図１の記憶部８に対して、位置情報記憶部２３が追
加されて構成されている。
【００５２】
　信号変換部２１は、送受信部３から受信した電気的なパルス信号を超音波パルスに変換
するとともに、外部の検体で反射された超音波エコーを再度電気的なエコー信号に変換す
る。
【００５３】
　センサ部２２は、例えば、ジャイロセンサ、磁気センサ等で構成され、超音波探触子２
ａの位置及び向きの情報を検出する。センサ部２２により検出された超音波探触子２ａの
位置及び向きの情報は、制御部９を介して記憶部８ａに入力される。
【００５４】
　記憶部８ａの位置情報記憶部２３は、基準画像取得時の位置情報を記憶するとともに、
センサ部２２により検出された超音波探触子２ａの位置及び向きの情報を随時記憶する。
【００５５】
　第１位置補正部１２ａは、ＴＩＣ解析を行う際の関心領域の移動に対して、走査平面の
ずれを補正する。このとき、第１位置補正部１２ａは、位置情報記憶部２３に記憶されて
いる超音波探触子２ａの位置及び向きの情報に基づいて、走査平面を移動させる。
【００５６】
　また、第２位置補正部１３ａは、走査平面上の関心領域の移動に同期して、ＴＩＣ解析
用のＲＯＩの位置を自動で補正する。このとき、第２位置補正部１３ａは、位置情報記憶
部２３に記憶されている超音波探触子２ａの位置及び向きの情報に基づいて、走査平面上
のＲＯＩ位置を自動で補正する。その他の構成は、第１の実施形態と同様である。
【００５７】
　次に、このように構成された超音波観測装置１ａの動作について説明する。ＴＩＣ解析
を行わない場合、及び、ＴＩＣ解析を行う場合の処理は、図２～図４と略同様であり、異
なる処理のみ説明する。
【００５８】
　第２の実施形態では、図２のステップＳ４及び図３のステップＳ１５の走査平面の最適
の処理が第１の実施形態と異なる。第２実施形態では、超音波探触子２ａに設けられたセ
ンサ部２２により超音波探触子２ａの位置及び方向を取得する。そして、第１位置補正部
１２ａにより、取得した超音波探触子２の位置及び方向から、基準画像がどの方向にどれ
だけ動いたかを検知することで、その検知情報を基にボリュームデータから走査平面を補
正し、基準画像を表示し続ける。
【００５９】
　また、第２の実施形態では、図３のステップＳ２２のＴＩＣ解析用のＲＯＩの自動補正
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の処理が第１の実施形態と異なる。第２の実施形態では、超音波探触子２ａに設けられた
センサ部２２が検知した位置及び向きの情報が位置情報記憶部２３から読み出され、第２
位置補正部１３ａにより、読み出された位置及び向きの情報に基づいて、ＴＩＣ解析用の
ＲＯＩの位置が自動で補正される。その他の処理は、図２～図４と同様である。
【００６０】
　ここで、ＴＩＣ解析用のＲＯＩの位置の自動補正について図６Ａ～図６Ｃを用いて説明
する。図６Ａ～図６Ｃは、ＴＩＣ解析用のＲＯＩの位置の自動補正について説明するため
の図である。
【００６１】
　まず、図６Ａに示すように、走査平面上の関心領域にＴＩＣ解析用のＲＯＩが設定され
る。手振れ等によりプローブの位置または向きがずれると、図６Ｂに示すように、関心領
域がＴＩＣ解析用のＲＯＩ外にずれてしまう。
【００６２】
　この場合、第２位置補正部１３ａは、センサ部２２により検知され、位置情報記憶部２
３に記憶されている超音波探触子２ａの位置及び向きの情報に基づいて、図６Ｃに示すよ
うに、ＴＩＣ解析用のＲＯＩの位置を自動で補正する。
【００６３】
　このように、本実施形態の超音波観測装置１ａは、走査平面の最適化、及び、ＴＩＣ解
析用のＲＯＩの位置の自動補正の手法が第１の実施形態と異なる。本実施形態の超音波観
測装置１ａは、超音波探触子２ａにセンサ部２２を設け、超音波探触子２ａの位置及び向
きの情報を取得し、これらの情報に基づいて、走査平面の最適化、及び、ＴＩＣ解析用の
ＲＯＩの位置を自動に補正するようにしている。
【００６４】
　その他の構成及び動作は第１の実施形態と同様である。そのため、本実施形態の超音波
観測装置１ａは、第１の実施形態と同様に、ＴＩＣ解析の際のデータ容量を抑えつつ、関
心領域に対してプローブがずれても正確に造影輝度の時間的変化を把握することができる
。
【００６５】
（第３の実施形態）
　次に、第３の実施形態について説明する。
【００６６】
　表示部７は、画像処理部５が生成した画像を含む各種情報を表示する。表示部７に表示
する画像は、観察しているライブ画像とし、基準画像と最も相関値が大きくなる際の画像
（ＴＩＣ解析用の動画）は、装置内に保存（例えば、動画記憶部１５に記憶）し、ＴＩＣ
解析を行う際に読み出して使用する。その他の構成は、第１または第２の実施形態と同様
である。
【００６７】
（第４の実施形態）
　次に、第４の実施形態について説明する。
【００６８】
　表示部７は、画像処理部５で生成した画像を含む各種情報を表示する。表示部７に表示
する画像は、相関演算部１４において演算された、基準画像と最も相関値が大きくなる際
の画像（ＴＩＣ解析用の動画）とする。なお、表示部７は、基準画像と最も相関値が大き
くなる際の画像と、観察しているライブ画像とを同時に表示するようにしても良い。この
とき、相関演算部１４にて基準画像と最も相関値が大きくなる際の画像のみをＴＩＣ解析
用の動画として装置内に保存する。その他の構成は、第１または第２の実施形態と同様で
ある。
【００６９】
　なお、第３の実施形態及び第４の実施形態では、相関演算用にＢモード画像データ生成
部１７で生成されるＢモード画像のボリュームデータを、基準画像と最も相関値が大きく
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い。
【００７０】
　なお、本明細書における各フローチャート中の各ステップは、その性質に反しない限り
、実行順序を変更し、複数同時に実行し、あるいは実行毎に異なった順序で実行してもよ
い。
【００７１】
　本発明は、上述した実施形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を変えない範囲
において、種々の変更、改変等が可能である。
【００７２】
　本出願は、２０１４年１０月１６日に日本国に出願された特願２０１４－２１１７８６
号公報を優先権主張の基礎として出願するものであり、上記の開示内容は、本願明細書、
請求の範囲、図面に引用されたものとする。
【要約】
　超音波観測装置１は、超音波の送受信方向を第１及び第２の方向に変更することで、超
音波ビームの２次元走査が可能な超音波探触子２と、超音波ビームの送受信方向を制御す
る送受信部３と、超音波ビームを第１及び第２の方向に走査した結果からＢモード画像の
ボリュームデータを生成する画像処理部５と、第１の関心領域が明瞭に描出されている際
の画像を基準画像として設定する入力部６と、基準画像を記憶する記憶部８と、常に入力
部６で設定された基準画像と類似する画像が表示されるよう走査平面を補正する演算部４
とを備え、演算部４は、走査平面上の第１の関心領域の移動に同期して、輝度の時間的変
化を解析する際の第２の関心領域の位置を自動で補正する。

【図１】 【図２】
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